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1. はじめに 
札幌国際大学では「データベース」という選択科目

が設置されている。	私が担当するデータベースのクラ

スでは「観光」を視点におきながら情報の収集から再

利用までを学ぶ。スプレッドシート（表計算）やワー

ドプロセッサー（ワープロ）などの一般的なビジネス

アプリケーションは基礎教養科目として既に履修済み

である学生にとっても,「データベース」の概念は容易

には捉えにくい性質を有するものと感じる。そこで,こ

の講義では,データベースの考え方やその利用法をス

マートフォン上で動作するアプリケーションの開発を

通じて，実践的に習得できる展開を試みている。講義

ではデータベースソフトウェアとして現在も市販され,

且つ入手可能な「FileMaker	Pro」を採用した。但し,

講義内では「FileMaker	Pro」の特定機能の理解や利用

方法を学ぶことを主とすることは避け,日常生活上で

日々感じる問題点や疑問点を可視化し,その問題諸点

を如何に解決し,実践可能な手段へと昇華させるかの

思考方法に教育の重点をおいた。これは,情報デザイン

的思考に重きを置いた問題解決への思考法や過程を重

視し且つそれを実践したことを意味している。	

当発表では上記内容について具体例をもって紹介する。	

	

2. 問題可視化へのアプローチと解決手法のプ
ログラミングの実践 

2.1 可視化可能な対象の採用 
このデータベースの講義では情報処理の基本要素で

ある「対象を選択する」という点に注目した講義展開

をしている。これは，「対象情報の適切な選定」，「再利

用可能な形での正確な格納」の２点をデータベースの

基本と捉え，身の回りの事象をサンプルに実践的なア

プローチを通じて学ぶ形をとる。観光学部では観光業

界に進むことを希望する学生も多いため，「観光」を	キ

ーワードにして，解決する対象を直接的,間接的に選定

している。“「観光ガイドブック」をデータベースソフ

トウェアを利用して,ユーザビリティの高いソリュー

ションとして提供するとしたら”,といった内容などを

例にして個々人の考える問題を自らの視点で捉えさせ,

可視化のプロセスを学んでいる。	
 

2.2 対象デヴァイスの選定 
問題解決の対象が身の回りの事象であるために,解

決を実践する対象もまた身の回りにある身近なものと

した。これは,つまり自身のスマートフォンをその実現

環境として捉えた。学生の大半は自分のスマートフォ

ンの上で動作するアプリケーションは,他者が作成し

たものを利用することを想定している。多くの教職員

にとってもスマートフォンアプリケーションを同様に

捉えている可能性は否定できない。そこで,日頃身に付

けているスマートフォン上で自身の考えた解決策が実

現できることを実感させることで,学生自らがより効

果的な解決策を想像し,検討することを期待した。	 

 
2.3 ストーリーボードの採用 
特定の問題を解決するにあたりコンピュータである

スマートフォンを自らの道具として利用する為にはプ

ログラミングの実践が避けらない。そこでこの講義で

はプログラムコーディングを効果的に実践するために,

まず自らが対象として考える問題の把握から解決に至

るまでの情報処理のフローをストーリーボードと呼ぶ

コマ割りされた紙面に展開した上で,情報のナビゲー

ションを確認した。また,その過程の中でユーザーの操

作とそのリアクションとの関係をコーディングと紐付

けて考証した。	
 

2.4 スマートフォンアプリケーション化 
（レイアウトデザイン） 

一般的なアプリケーションとユーザーとの接点は,

デヴァイス上のスクリーンに配置されているレイアウ

トデザインとなる。この配置されたデザインオブジェ

クトを通じて,ユーザーは内包されているデータを実

図 1：自身のスマートフォンで実現	
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感し,そのデータを利用した何がしかの結論に到達す

る。この講義では,そのレイアウトデザインにも注目し

た。操作ボタンの大きさ,配置,色,アイコンの認識性や

認知性,などを文献や,高評価の他のアプリケーション

などを参考に検証を重ねた。教材として採用した

「FileMaker	Pro」は,デザインツールとしてプレゼン

テーションソフトウェアやグラフィックソフトウェア

に相当する機能を有している為に,スマートフォンア

プリケーションとしての画面デザインを作成すること

は比較的容易に実現できる	
 

2.5 スマートフォンアプリケーション化 
（コーディング） 

	 コーディングを実践する前段階で,ストーリーボー

ド上に展開された情報ナビゲーション,またストーリ

ー上で確認された必要な機能やユーザーに提供される

結論は,どのような形で実現されるのかが既に可視化

されている。もしこのストーリーボード上でこうした

要素が認識できていないようであれば,それはそもそ

もの問題の把握と実現すべき結論が明確になっていな

いことを意味している。情報デザイン的アプローチで

は,この課題設定とあるべき形の認識が基本要素であ

る。最終的な学生の達成度の把握の為にも,コーディン

グに入る前に,この解決すべき課題と解決への方針は

明確になっている必要がある。この基本要素の検証で

コーディングそのものがもたらす結果の対象は明確に

なる。アプリケーションとしての「FileMaker	Pro」で

は,コーディングはステップと称される事前準備され

た予約処理機能（日本語で表現）を組み合わせること

で実現する。従って,初学者であっても比較的容易にコ

ーディングは実現できる。	

	

3. 情報デザイン的思考と情報教育の実践 
3.1 「感動」「興味」「意欲」のスパイラル 
スマートフォンが最も身近な且つ高機能なコンピュ

ータである世代の現代の学生にとって,コンピュータ

教育,プログラミング教育はこのデヴァイスの存在を

無視できない。アプリケーションの操作も,コマンドラ

インインターフェースからグラフィカルインターフェ

ースに移り,既に世の中はボイスインターフェースに

移行しつつある。そうしたアプリケーションの操作感

の変遷を違和感なく受け入れている世代に,コンピュ

ータを１つの道具として認識させるには,自身のスマ

ートフォンで実感させることが効果的である。自らが

配置したボタンを押す事で自らが設定したアイコンが

機能し,想定している画面に移る。どのような簡易な動

作であれ,自分自身が普段持ち歩いている最も身近な

スマートフォンで動く事を目にした時,そこには紛れ

もなく「感動」が生まれる。そして感動は「興味」を

呼び起こし,こんなことやあんなこともできるのでは,

と更なる「意欲」へと進む。	

	

3.2 情報デザイン的アプローチの効用 
若年期からのコンピュータ教育が必要とされている

中,情報処理の対象事象の正確な把握と本来のあるべ

き形を事象が有する本質を検証しながら模索していく

情報デザイン的アプローチは教育手法の採用に値する

効果的な手法である。そのプロセスは,コーディングに

先立って解決への道筋をストーリーとして捉え,	まず

はユーザーとコンピュータとの接点である画面遷移を

検討する。ストーリーボードの作成期に於いて必要で

あり重要視されるのは,プログラミングスキルではな

く,ユーザーにどのような形でどのような解決策をど

うやって提供するか,という思考法にある。この思考の

実現にあたり,データ格納（データベース），画面描
画（デザイン），処理系プログラム（コーディング）

の各要素を一元管理でき，PCで開発，スマートフォ
ンで検証といったプロセスまでが構築できる環境を

用意することこそが,情報デザイン的アプローチを
実践する側の責務でもある。	

 
4. おわりに 
多様な環境でプログラム教育が実践される現代に

おいて，情報デザイン的思考法による問題解決の実

践が実現できる環境の構築への考慮をより多くの教

育現場で期待したい。	
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図 2:アプリケーションの作成	
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